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皆さん、いかがお過ごしでしようか。山代表が入院療養中ということで、H月の学習会

には、そのことを′む配された方が多く参加され、′むより感謝申し上げます。12月 の学習会

は、:6日 (土):3時よりいつもの白山市出城公民館で開催されます。:2月 も多くの方の

ご参加をお待ちしております。会場には自販機がないため、お飲み物をご持参下さい。

【中学生の事例】

中学生の息子が、急に学校へ行けなくなり、しばらくすると自分の部屋から出て来なくな

りました.今では食事も自分の部屋で取り、家族と顔も合わせません。そのせいで、家庭内

は暗く、家族の会話が減っています。どうしたらいいのでしようか。

不登校の子どもが、初期の段階で部屋に鍵をかけてひきこもることは、極めてまれです。

そうなるまでには、それ相応のJむ理状況と、子どもを取り巻く環境が影響を及ぼしているは

ずです.不登校の原因を探して家族で言い争ったり、不登校が原因で家族の会議が減っ

たりして、家族全体が大きく落ち込むと、家族をそのようにしてしまった自分自身を追い詰

めて、自分の部屋に引きこもってしまうことがあります.

親への反抗、いやがらせ、登校させられることへの抵抗などへの手段として、ひきこもるこ

ともあります。親は何らかの形で子どもを責めたり干渉したり、子どもを否定する言動をし

ている可能性があります。そんな親の重圧が、子どもを追い詰めることになります。さらに、

不登校になる子どもは対人関係が苦手な場合が多く、直接的・間接的に気になる人との

関りから身を守ろうとして、ひきこもることもあります。

大切なことは、少しずつ走の鍵を外していくことです。そのためには、まず子どもの状態を

理解します。ひきこもっている子どもは、人との関りを拒絶しているようですが、その内面に

は、「関わりたい、関わってほしい、そして援助してほしいJという気持ちが潜んでいます。こ

うした矛盾した両面の難しい気持ちに働きかけてこそ、′むを開いて信頼し合える状態が生

まれます。子どもが感じている本当の気持ちを親が受け止めることから始めましょう。(高 )

00



通信をご愛読の皆さん、今年の冬は暖冬ということですが、学校では集団風邪やイ

ンフルエンザが流行っていますね。健康管理には十分気をつけて、冬を乗り切りましょ

うね。先月号からは、やすらぎの会のアドバイザーを務める高が、自書の『不登校だっ

ていいじゃないか』(アントレックス社、20:6年 )を 少しずつ紹介しております。なお、

通信の送付が羹要でない方は、高 (090-8265-3968)まで電話かシヨートメー

ルでお願いします。

「子どもの人格形成をどう考えるか」

親には子どもの成長を見守り、応援していく役割もあります。例えば、子どもがした

いこと・やりたいものを見つけられるよう、その夢が叶うよう応援するのが親の役割で

す。特に自信を失っている、あるいは失いかけている子どもには、どんな些細なことで

も、とにかくできたらほめてあげましょう。大切なことは、親の価値観や固定観念の押

じ付けをしないことです。まず、子どもの感じ方や物事のとらえ方を認めてあげること

です。子どもにとっては、自分の存在を認められることを実感できると、精神的に成長

できる条件が整うことにもなります。

不登校の子どもたちの多くは、自尊感情が低くなっているとよく言われます。自尊

感情とは、「自分は、今のままの自分でいいのだという意識 (感覚)J「今の自分に価

値を認め、今の自分を良しとする考え方Jのことです。自分のことを「嫌いだJと考え

ている子どもが多いと言います.自 尊感情が低いと自分に自信が持てず、前向きな

考え方ができなくなります。いろいろなことを考えながら少しずつ大人になっていく子

ども.そんな子どもが、自分のことを嫌いになってしまうなんて悲しいことですね。

不登校については、今後どうしたらいいのか、子ども本人の意見や考えを尊重しつ

つ、家族みんなで考えてほしいと思います。結果的に再登校できればいいのですが、

もっと大切なことは、子どもの自主性や自立性が養われることです.そのためには、大

人の考えを押し付けるのではなくて、親御さんも子どもと一緒になって真剣に考えて

あげることが、子どもの人格形成にも大きな影響を与えると思われます。
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